
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
と
社
会
環
境
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書 

 
平
成
十
三
年
十
月
に
「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
」
（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
は
犯
罪
行
為
で
あ
る
と
広
く
認
知
さ
れ
、
具
体
的
な
調
査
や
施
策
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
川
区

に
お
い
て
も
、
女
性
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
相
談
か
ら
被
害
者
が
増
加
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

被
害
者
が
自
立
し
て
生
活
で
き
る
社
会
制
度
が
な
け
れ
ば
、
保
護
命
令
に
よ
り
一
時
的
に
暴
力
か
ら
逃
れ
て
も
、
加
害
者
か
ら
の
暴
力
を
断
ち
切

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
加
害
者
に
Ｄ
Ｖ
は
犯
罪
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
し
っ
か
り
と
持
た
せ
更
生
を
求
め
て
い
か
な
く
て
は
、
安
心
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
被
害
者
が
精
神
的
に
回
復
し
自
立
す
る
た
め
に
は
、
長
い
時
間
が
必
要
で
す
が
、
現
状
の
公
的
支
援
制
度
で
は
不
十
分
で

す
。 ま

た
、
恒
常
的
に
暴
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
家
庭
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
対
応
や
高
齢
、
障
が
い
、
外
国
籍
な
ど
複
合
し
た
問
題
を
持
つ
被
害

者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

被
害
者
の
人
権
を
守
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
求
め
る
た
め
、
現
行
法
の
配
偶
者
に
限
る
加
害
者
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
保
護
命
令
の
対
象
、
期
間
及
び
範
囲
等
も
実
態
に
即
し
た
も
の
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

 

よ
っ
て
、
江
戸
川
区
議
会
は
、
政
府
に
対
し
、
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
と
社
会
環
境
の
整
備
を
強
く
要
望
し
ま
す
。 

 

以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。 

 
 

平
成
十
五
年
十
月
二
十
二
日 

江
戸
川
区
議
会
議
長 

 

八 

武 

崎 

一 

郎 

内
閣
総
理
大
臣
・
法
務
大
臣
・
厚
生
労
働
大
臣 

あ
て 


